
- 1 -

長崎大学教育学部附属幼稚園いじめ防止基本方針

「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを

通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じてい

るものをいう。（いじめ防止対策推進法第2条）

「いじめの禁止」児童等は，いじめを行ってはならない。（いじめ防止対策推進法4条）

「保護者の責務等」保護者は，子の教育について第一義的責任を有するものであって，その保護す

る児童等がいじめを行うことがないよう，当該児童等に対し，規範意識を養うための指導その他の

必要な指導を行うよう努めるものとする。（いじめ防止対策推進法9条）

幼児期は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う時期であり，人間関係における葛藤やつまずきを体

験し，乗り越えることにより，人に対する信頼感や思いやりの気持ちが芽生えてくると明記されてい

る。（幼稚園教育要領）けんかやトラブルも，互いに思いを主張し，折り合いを付ける大切な体験と

とらえている。そのため，小学校以上における「いじめ」の問題や対応などを，そのまま幼稚園に当

てはめることはできない面もある。

そこで，本園では，幼児期の実態を踏まえながら，幼稚園と保護者，関係機関が連携協力し，対応

と指導を行う。

１ いじめ対応の組織

【めざす園児像】

体が元気 心が元気 頭が元気
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２ いじめが発生した場合の対応

いじめの情報 ●いじめが疑われるような動きがあった場合
●いじめを発見した場合
●園児や保護者，地域住民から相談や通報があった場合

情報キャッチャー ●いじめと疑われる行為を発見した場合は，その場でその行為をやめ
させる。

●「これくらい」と思わず報告する。
●一人で抱え込まず，速やかにかかわりのある教職員に報告し，組織
で対応する

直ちに報告する。
担任・教務に報告 教頭・園長に報告

●速やかに関係園児から事情を聴き，いじめ対策委員会と連携して，
いじめの事実確認を行う。

いじめ対策委員会 ●関係機関（長崎大学副学部長）
「迅速に」「組織的に」 ・園長が副学部長に第一報

をキーワードに ・園長（教頭）が報告書を作成，報告。

●関係園児からの聴き取った事実関係の把握を行う。
・いじめた園児（人数），状況，経緯
・いじめに至った思いや背景
●今後の指導支援体制を組む。

いじめられた園児への支援 いじめた園児・見ていた園児への指導

●いじめられた園児を守り通すととも ●いじめた園児には，いじめられた園児の思いを伝える
に，いじめられた園児にとって信頼 と同時に，いじめに向かわせないよう保護者と連携し
できる人（親しい友達や教員，家族， 指導する。
地域の人等）と連携し，寄り添い支 ●いじめを見ていた園児に対しては，いじめを止めるこ
える体制をつくる。 とはできなくても，誰かに知らせるように伝える。

●保護者への継続した ●関係園児の保護者へ事実関係を伝えるとともに，今後の園との連携方
支援と助言 法について話し合う。

状況に応じて指導・支援体制を検討し，「組織」でより適切な対応を行い，いじめへの取組を行
う。事後対応・再発防止を行う。
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３ いじめ問題への取組

（１）いじめの防止

①いじめの重大性を認識し，園長のリーダーシップの元，一致協力した指導体制を確立する。

②研修を計画的に実施し，教職員の共通理解を図り，指導力向上に努める。

③思いやりと生命尊重の指導に努め，園児の社会性を培う。

④自己肯定感を育む。

⑤互いを尊重し，認め合う人間関係を構築できるような集団つくりに努める。

⑥一人一人の子どもの実態を把握し，子ども理解に努める。

（２）いじめの早期発見

日頃から園児の様子を観察し，変化に気付いたら，日々の情報交換会で話し，情報を共有する。

（３）いじめに対する措置

①いじめの疑いがある行為には，事実確認を行い，保護者等と協力して対応する体制を整える。

②情報を得たら，いじめ対策委員会が中心となり，速やかに対応の組織化を図る。

③いじめられている園児には，心のケア等を行うと同時に，守り通す対策をとる。確実な情報

を迅速に保護者へ伝え，今後の対応について情報を共有する。いじめられた園児に寄り添い，

支える体制をつくり，状況に応じて外部専門家の協力を得る。

④いじめたとされる園児から事実確認の聴取を行い，いじめを確認したらすぐにやめさせ，再

発防止の措置をとる。保護者への継続的な助言を行う。

４ いじめチェックリスト

（１）いじめられている子どもが発するサイン

①体や体調

□衣服が異常に汚れていたり，破れていたりすることがよくある。

□傷やあざがあり，腕や足，首などの肌を隠そうとする。

□腹痛，吐き気を訴え，保健室などへの出入りが頻繁である。

②しぐさや態度

□どこかおどおどして，おびえているように感じられる。

□視線を合わせようとしない。（教師の目を避けている。）

③友達との関係

□周りに異常なほど気を遣っているように見える。

□友達の言いなりになっている。

□いやなあだ名で呼ばれている。

□特定の子どもの横に座ろうとしない。

④生活面

□服や靴などが隠されたり，壊されたりしている。

□ホワイトボード，トイレなどに実名やあだ名で落書きがされている。

（２）生活場面

□教師を避けがちになる。

□ひそひそ話が多くなり，互いに気にする雰囲気がある。

□表情が暗く，どことなく元気がない。

□目の届きにくい場所からよく出てくる。

□よくふざけ合っているが，何となく暗い。


